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３月１日インターネットの記事によると、米国フロリダ州の高速

鉄道計画そのものが完全白紙に戻り、ＪＲ東海は、再びテキサス州

などを次のターゲットに新幹線システム受注の実現を目指すと伝え

ています。すでに２月16日、フロリダ州のスコット知事は「限度を

超えた資本投下が州民への負担増を生む可能性がある」「乗客数見

込みが楽観的過ぎる」「計画が途中で中止された場合、州は連邦政

府に資金を返却しなければならない」などと計画を中止することを

発表していました。ＪＲ東海は、この事態を受け、新たな売り込み

先をテキサスに絞ったということです。

さらに記事によると、葛西敬之会長は、「フロリダの計画は白紙

になったが、新幹線の売り込みに向けて取り組んできた米コンサル

タント会社２社とは信頼関係ができ、今後もその関係を生かしてい

く」と話し、新たなる売り込み先としてあげるテキサス州などでの

受注活動でも、連携の可能性を探ると報じています。そのために、

現地での人脈づくりも進めて、米国での新幹線の売り込みを優位に

進めたい構えであるとしています。

ところで、今のＪＲ東海には、海外に高速鉄道を売り込むために

投資するよりも、他にやるべきことがあるのではないでしょうか。

例えば、この春から導入されたＡＴＳ－ＰＴは、投資すれば改良

の余地は多くあります。在来線ホームの安全策もほとんど未設置で

す。鹿対策もあります。より質の高い安全性向上のために投資すべ

きではないでしょうか。

ＪＲ東海はあまりにも自

信過剰です。フロリダ州

の失敗の原因を究明せ

ず、いとも簡単にテキサ

ス州に乗り移る姿勢は、

どうみても危険すぎる賭

ではないでしょうか。無

謀に突き進む経営戦略

が、途中で行き詰まりダ

メになった場合、誰が責

任を持つのでしょうか。

計画中止は知事の権限を超える

とした米議員の訴えも棄却された。
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米高速鉄道計画・こんどはテキサス州へ
フロリダで失敗！次は大丈夫なのか？


